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京都大学 博士（工学） 氏名  鈴 木 博 人 
生起率からは，2地点で同時に大雨になる割合を知ることができる。これらの解析によって，2地点
間の距離が同程度であっても同時に大雨になる割合が高い 2 地点の組合せと低い組合せがあること
を明らかにしている。また，第 6 章で利用するために，同時生起率と 2 地点間の距離との関係を定
式化している。 
 
第 6章では，沿線での雨量計設置間隔について，第 5章で定式化した降雨の同時生起率と 2地点間
の距離との関係式などを用いて，列車運行の安全性と安定性の両面から評価している。ここで，列車
運行の安全性の評価基準は”大雨の捕捉率”によって，安定性の評価基準は”運転中止時間”によって定
義している。半減期 1.5, 6, 24時間の実効雨量について解析した結果， 
・雨量計設置間隔を 10 kmから短縮した場合に，安全性と安定性の一方を一定としたときにもう一
方を向上させること，または両方を向上させることができる雨量計設置間隔はないこと， 
































と災害発生地点における半減期1.5, 6, 24 時間実効雨量に大きな差がないことが示された。一方
で事例数は少ないが，雨量計設置地点に比べて災害発生地点の降雨量が数倍多い局地的大雨事例
があることも示された。 



























     
